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食料のロスと廃棄（Food Loss and Waste：FLW）の削減に 

関する動向 髙屋朋彰 （4） 193

水素吸蔵合金を利用した熱駆動型の水素昇圧手法 

 奥村真彦 （4） 194

木質中の水分調整を通じた効率的な発電を目指して 

 辻林良祐 （5） 243

核沸騰におけるミクロ液膜蒸発のモデリングの現状 

 岡島淳之介 （5） 244

イムノクロマト法によるウイルス検出技術の最新動向 

 山内紀子 （6） 286

CO2分離回収技術を取り巻く最近の動向 小玉　聡 （6） 287

平面に衝突する液滴の相変化を伴う熱伝達現象の可視化 

計測 岡部孝裕 （6） 288

無機メソポーラス材料の鋳型除去に対する超臨界 CO2抽 

出プロセスの適用 織田耕彦 （7） 355

蛍光ナノ粒子を用いた Cerenkov Radiation Energy Transfer 

（CRET） 太田誠一 （7） 356

組織工学分野での利用を目指したアルブミンハイドロゲ 

ルの作製法について 森山幸祐 （8） 409

ゼオライト膜等を用いた分離技術の動向 東郷育郎 （9） 454
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（iv）

COVID-19による世界的なロックダウンは大気汚染にど 

のように影響したか？ 飯塚　淳 （9） 455

「空中映像」による非接触式スイッチの実現に向けた研究 

動向と課題 岡本尚樹 （9） 456

メタン発酵固形残渣からの有用物質生産 利谷翔平 （11） 598

フロー光化学反応技術開発の近年の動向 岡本和也 （11） 599

二酸化炭素から低級オレフィンを合成する二機能性触媒 

 多田昌平 （12） 645

イオン液体の物性推算体系構築に向けた PC-SAFT状態方 

程式によるアプローチ 平賀佑也 （12） 646

液滴を利用した微生物分離技術の革新 清家泰介 （12） 647

［広がれ！　ダイバーシティ］

化学工学ダイバーシティへ向けて ～女性研究者 活躍しよ 

う！～ 郭　海心 （2） 91

数学をコアにした異分野連携 中川淳一 （4） 195

これまでのキャリアを振り返り，ダイバーシティ＆インク 

ルージョンの大切さを考える 田口美岐 （6） 289

オーストラリアの大学での海外研修を振り返って 

 新田見匡 （7） 357

［新刊紹介］

未来エコ実践テクノロジーシリーズ　図解でわかるカー 

ボ ンニュートラル燃料～脱炭素を実現する新バイオ燃 

料技術～ 濱田利幸 （10） 500

［本会関連記事・その他］

JOURNAL OF CHEMICAL ENGINEERING OF JAPAN 掲載論文
 （1）44, （2）99, （3）146, （4）201, 

 （5）245, （6）309, （7）364, （8）419

化学工学論文集掲載論文 （1）45, （3）147, （6）309, （7）364

2022・2023年度代議員選挙結果のお知らせ （4）別丁（i）～（ii）
第 86巻（2022）巻末索引 （12）別丁（i）～（iv）
永年会員有資格者の皆様へ／シニア会員有資格者の皆様へ 

  （1） 42

「2021年度化学工学会インターンシップ」を終えて 

 吉見智之 （2） 82

公益社団法人化学工学会第 87年会　産業セッション 

－「社会課題を解決して未来を創る化学産業」－ 

 澤田裕子 （2） 84

2021年度化学工学会賞  （3） 135

VISION2023のレビュー VISION2023レビュー委員会 （6） 291

第 53回秋季大会のご案内 

 第 53回秋季大会実行委員会 （7） 360

会員と学会をつなぐ情報サービスセンター アンケート結 

果を受けて  （9） 457

［本会の動き］

2021年度卒業生，修了生の皆さん　正会員登録へのお誘い 

 所　千晴 （2） 94

2021年第 47回経営ゼミナールに参加して 髙橋秀郎 （2） 96

継続教育／プロジェクトマネージメント教育に関する一 

考察 森下啓之 （4） 199

第 87年会ダイバーシティフォーラム　報告 

 山内紀子・宮坂悦子・吉本則子・大河内美奈 （6） 301

第 87年会　学生賞のご紹介 本部大会運営委員会 （6） 303

2021年度部会活動貢献賞（部会 CT賞） 河瀬元明 （6） 305

化学工学会第 87年会顛末記 小野　努 （8） 410

化学工学× DX思考＝新たな社会・産業構造へ @2022  

年会ビジョンシンポジウム 伊藤晃子 （8） 413

プロセスシステム工学国際会議（PSE2021＋）開催報告 

 山下善之・加納　学 （10） 560

女性技術者ネットワーク報告 天沢逸里・山内紀子 （11） 600

第 24回化学工学会学生発表会てんまつ記 

 第 24回化学工学会学生発表会実行委員会 （11） 601

［SCE・Net コーナー］

情報ネットワーク（SCE・Net）に参加して人生を享受し 

ませんか 川瀬　進 （1） 41

mRNA創薬，イノベーションのジレンマ　そしてメタバース 

 八馬　進 （3） 147

コロナウイルスを逆手に 竹内　亮 （5） 245

SCE・Netの受託業務について 猪股　勲 （7） 334

お散歩見学会 宮本公明 （9） 432

研究会参加の切っ掛け，今，そしてこれから 伊達雅志 （11） 583
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